
広
報
富
士
河
口
湖

　
２０

　
県
内
入
選
作
品
な
ら
び
に
、
吉
田
地
区
の
高
校
（
吉
田
、

富
士
河
口
湖
、富
士
北
稜
、富
士
学
苑
、ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
）

５
校
の
生
徒
作
品
、
約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
高
校
生
の
若
さ
と
感
性
の
あ
ふ
れ
る
作
品
を
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
大
勢
の
方
に
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
日
　
程
　
12
月
７
日
（
月
）
～
11
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
初
日
の
み
午
後
０
時
30
分
～
）

■
会
　
場
　
県
立
吉
田
高
校
同
窓
会
館（
朝
日
子
ホ
ー
ル
）

■
主
　
催
　
山
梨
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

■
内
　
容
　
美
術
工
芸
・
書
道
・
写
真
・
自
然
科
学
部
門
　

●
問
合
先
　
県
立
吉
田
高
校 

℡
0
5
5
5-
22-

2
5
4
0

　
【
１
】
親
子
お
正
月
ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

■
ス
キ
ー
場
　
妙
高
杉
の
原
国
際
ス
キ
ー
場
（
新
潟
県
）

■
宿
泊
先
　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
四
季
　
原
田
荘

■
期
間
　
Ａ
日
程
　
平
成
22
年
１
月
２
日
～
５
日
　

　
　
　
　
大
人
4
4
0
0
0
円
　
小
学
生
4
0
0
0
0
円

　
　
　
　
Ｂ
日
程
　
平
成
22
年
１
月
２
日
～
３
日

　
　
　
　
大
人
2
4
0
0
0
円
　
小
学
生
2
2
0
0
0
円

■
集
合
出
発
　
１
月
２
日
午
前
４
時
　
中
央
公
民
館
前

※
参
加
費
に
は
宿
泊
費
・
交
通
費
・
リ
フ
ト
代
・
指
導
料
・

　
保
険
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
締
切
　
12
月
11
日
（
金
）

■
申
込
　
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先
　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
坂
本
栄
樹

 

℡
0
9
0-

4
7
4
9-

4
0
0
7
　F

A
X

72
‐
１
７
３
６

　
　 
 

　
【
２
】
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
無
料
講
習
会

■
主
催
　
県
ス
キ
ー
連
盟
教
育
本
部
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
部

■
日
程
　
12
月
26
日
、1
月
23
日
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
て
ん
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
　
12
月
28
日
　

　
　
　
　
　
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
八
ヶ
岳

　
　
　
　
２
月
５
日
　
カ
ム
イ
御
坂
ス
キ
ー
場

■
受
付
　
各
当
日
現
地
に
て
午
後
６
時

　
　
　
　
講
習
　
７
時
か
ら
８
時
30
分

　
　
　
　
検
定
（
有
料
）
１
～
３
級
　
８
時
30
分
か
ら

■
対
象
　
中
学
生
以
上
（
リ
フ
ト
を
使
っ
て
滑
走
可
能
な

　
　
　
　
小
学
生
は
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。
）

■
そ
の
他
　
レ
ッ
ス
ン
は
無
料
で
す
（
リ
フ
ト
代
・
レ
ン

　
　
　
　
　
タ
ル
・
飲
食
代
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
怪
我
事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
。
保
険

　
　
　
　
　
や
滑
走
は
各
自
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。）

●
問
合
先
　
Ｓ
Ａ
Ｙ
教
育
本
部
Ｓ
Ｂ
部
養
成
委
員
会
　

　
　
　
　
　
鈴
木
正
輝 

 
sayboad@sa-yamanashi.org

　
　
　
　
　
Ｓ
Ａ
Ｊ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー

　
　
　
　 

坂
本
栄
樹
　
℡
0
9
0-

4
7
4
9-

4
0
0
7

　
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
末
年
始

の
営
業
を
し
て
お
り
ま
す
。12
月
下
旬
か
ら
１
月
上
旬
に

か
け
て
、
竜
ケ
岳
か
ら
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
」
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
山
口
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
か
ら
歩
い
て
４
･
５
分
で
す
。

■
日
　
程
　
12
月
28
日
（
月
）
～
１
月
11
日
（
月
）

■
費
　
用
　
一
般
１
８
９
０
円
、
高
校
生
１
４
８
０
円

　
　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
１
０
７
０
円

※
県
内
の
方
で
宿
泊
費
と
暖
房
費
の
費
用
で
す

●
問
合
先
　
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
℡
87
‐
２
２
３
１

■
期
　
間
　
１
月
１
日
（
金
）
～
11
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
お
、
６
日
は
休
館
日
で
す
） 

■
対
　
象
　
富
士
河
口
湖
町
在
住
者
及
び
同
伴
者 

　
※
入
館
の
際
確
認
資
料
（
免
許
証
・
保
険
証
・
町
民
優

　
待
カ
ー
ド
な
ど
を
提
示
し
て
下
さ
い
。
） 

※
展
示
品
総
数
５
０
０
種
約
３
０
０
０
点 

　
大
自
然
が
創
り
出
し
た
希
少
な
宝
石
の
数
々
を
是
非 

　
こ
の
機
会
に
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
山
梨
宝
石
博
物
館
　
℡
73
‐
３
２
４
６

　
大
好
評
に
つ
き
今
年
も
や
り
ま
す
！
ワ
ン
ダ
フ
ル
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
ズ
の
ク
リ
ス
マ
ス
公
演
。
第
３
弾
は
「
オ
ズ

の
魔
法
使
い
」
で
す
。
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

お
芝
居
で
す
。
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

■
日
　
時
　
12
月
19
日
（
土
）（
２
回
公
演
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
、
午
後
７
時
開
演
　

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

●
問
合
先
　
担
当
：
タ
ケ
ベ

　
　
　
　
　
（
℡
0
9
0-

9
6
9
8-

7
9
1
1
）

＝
ふ
す
ま
・
障
子
の
は
り
か
え
教
室
＝

■
日
　
時
　
12
月
15
日
（
火
）・
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
材
料
費
込
み
・
２
日
間
）

■
締
切
り
　
12
月
４
日
（
金
）

■
持
ち
物
　
カ
ッ
タ
ー
、
筆
記
用
具
、
お
弁
当

●
申
込
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
（
22-

５
２
１
４
）

「
第
３０
回
山
梨
県
高
等
学
校
芸
術
文
化
祭
巡
回
展
」

募

集

富
士
河
口
湖
町
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
か
ら
の
お
し
ら
せ

山
梨
宝
石
博
物
館
　
入
館
無
料
の
お
知
ら
せ

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
ズ 

 

ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会

竜
ケ
岳
か
ら

　
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
」
を
眺
め
よ
う
！
　
　

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会



広
報
富
士
河
口
湖

　
２１

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
＝

■
日
　
程
　
２
月
15
日
～
６
日
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
内
　
容
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
に
よ
る
、
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
礎
を
習
得
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文
書
作
成
の
で
き

　
　
　
　
　
る
方

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　 
℡
0
5
5
4-

43-

8
9
1
1
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 
 
F
A
X

0
5
5
4-

43-

8
9
1
2

 
＝
技
術
士
資
格
取
得
基
礎
講
座
＝

■
日
　
時
　
１
月
19
日
（
火
）
～
８
日
間
午
後
６
時
～
８
時

■
内
　
容
　
一
次
試
験
の
義
務
科
目
「
基
礎
・
適
正
」
を
中

　
　
　
　
　
心
に
受
験
に
必
要
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
の

　
　
　
　
　
学
習

■
受
講
料
　
6
0
0
0
円
（
会
員
以
外
9
0
0
0
円
）

＝
エ
ク
セ
ル
Ｖ
Ｂ
Ａ
入
門
＝

■
日
　
時
　
２
月
３
日
（
水
）
～
６
日
間
午
後
６
時
～
９
時

■
内
　
容
　
エ
ク
セ
ル
の
マ
ク
ロ
／
Ｖ
Ｂ
Ａ
の
機
能
を

　
　
　
　
　
活
用
し
、
効
率
よ
く
作
業
を
進
め
る
テ
ク
ニ

　
　
　
　
　
ッ
ク
を
習
得

■
受
講
料
　
8
5
0
0
円
（
会
員
以
外
1
0
5
0
0
円
）

＝
塗
装
教
室
＝

■
日
　
時
　
３
月
10
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
内
　
容
　
ボ
ー
ド
壁
・
木
な
ど
の
塗
り
方
を
、
実
習
を

　
　
　
　
　
通
し
て
学
び
ま
す
。

■
受
講
料
　
3
1
5
0
円

※
申
し
込
み
は
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
先
　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
　
丹
澤

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
4
3-

4
9
1
6
　

　
　
　
　
　
　
　
F
A
X
0
5
5-

2
4
3-

4
9
1
9

　
今
夏
の
天
候
不
順
に
よ
り
、
県
内
の
果
樹
の
作
柄
不
良

に
よ
る
果
樹
農
家
の
売
り
上
げ
現
象
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
を
受
け
て
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
被
害
を
受
け
た
農
業
者
の
皆
様
か
ら
の
資
金
の
ご
利

用
や
返
済
に
関
す
る
相
談
に
対
し
、
円
滑
、
迅
速
か
つ
き

め
細
か
な
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
フ
リ
ー
コ
ー
ル
　
０
１
２
０
‐
９
２
６
‐
４
８
２

●
問
合
先
　
（
株
）
日
本
政
策
金
融
公
庫
甲
府
支
店

　
　
　
　
　
　
　
甲
府
市
丸
の
内
　
２
‐
２
６
‐
２

　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
事
業
　
担
当
笹
部
、
高
屋
、
矢
ヶ
崎

　
　
　
　
　
　
　 
 

℡
0
5
5
‐
2
2
8-

2
1
8
2
　

　
　
　
　
　
F
A
X
0
5
5-

2
2
8-

2
1
8
8

　
平
成
22
年
１
月
１
日
～
３
日
ま
で
の
３
日
間
は
休
業

と
い
た
し
ま
す
。
４
日
以
降
の
火
葬
予
約
は
、
１
月
１
日

～
３
日
の
間
も
各
市
町
村
役
場
で
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
斎
場
受
付
の
み
、
３
日
午
前
８
時
30
分
よ
り
富

士
五
湖
聖
苑
で
行
い
ま
す
。

●
問
合
先
　
富
士
五
湖
聖
苑
　
℡
20
‐
９
３
０
０

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
体
験
を
通
し
て
お
互
い

の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
春
休
み
に
国
際
交
流
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
程
　
３
月
25
日
～
４
月
５
日
（
10
日
間
）

■
内
　
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体
験
・
野
外
活
動
・
ボ

　
　
　
　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・
文
化
交
流

■
派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

　
　
　
　
　
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ジ
ー
・

　
　
　
　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア

■
対
象
・
参
加
費
　
小
２
～
高
３
・
31
万
～
41
万

■
締
　
切
　
２
月
５
日
（
金
）
申
込
先
着
順

●
問
合
先
　
文
部
科
学
省
所
管

　
　
　
　
　
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
03-

6
4
5
9-

4
6
6
1
　

　
　
　
　
　
　U

R
L

　w
w
w
.
k
s
k
k
.
o
r
.
j
p

「
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森
」
の
友
達
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
時
　
１
月
21
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
内
　
容
　
冬
の
森
・
雪
と
氷

■
対
　
象
　
２
～
３
才
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

■
費
　
用
　
3
0
0
円
（
１
組
）
　
■
定
　
員
　
８
組

■
場
　
所
　F

u
j
i

こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森

　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
大
石
2
9
5
4
‐
1

●
問
合
先
　F

u
j
i

こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森 

　
　
　
　
　
℡
０
９
０
‐
１
５
０
５
‐
５
６
８
１
　
堀
内

※
電
話
の
問
合
せ
は
午
後
３
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す

　
メ
ー
ル
　i

n
f
o
@
b
a
m
b
i
f
u
j
i
.
j
p

　
毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除
雪
機
に
よ
る
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

○
雪
詰
ま
り
を
除
去
す
る
と
き
や
機
械
を
点
検
す
る
と

　
き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

○
雪
詰
ま
り
を
除
去
す
る
と
き
は
、
必
ず
雪
か
き
棒
を
使

　
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
機
械
を
操
作
す
る
と
き
は
、
足
元
や
後
方
の
障
害
物
に

　
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
除
雪
作
業
を
す
る
と
き
は
、
周
囲
に
人
を
近
づ
け
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
（
社
）
日
本
農
業
機
械
工
業
会

　
除
雪
機
械
安
全
協
議
会
　
℡
03-

3
4
3
3-

0
4
1
5

富
士
五
湖
聖
苑
　
年
始
休
業
に
つ
い
て

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
【
在
職
者
訓
練
】

県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
～
果
樹
作
柄
不
良
に
関
す
る
相
談
窓
口
設
置
～
　
　

「
春
休
み
海
外
派
遣
事
業
」

子
育
て
支
援
講
座
「
森
で
遊
ぼ
う
」

正
し
い
操
作
で
、安
全
除
雪
！
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「
戦
　
友
」

　
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
、
中
国
大
陸
の
山
東
省

に
出
征
し
、
寒
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
厳
し
い

軍
事
教
育
を
受
け
た
。
全
員
で
七
十
五
名
、
中
隊
長
は

現
在
の
都
留
市
の
人
で
、
討
伐
隊
長
と
し
て
戦
場
に

赴
い
た
。教
育
隊
長
と
し
て
、少
尉
一
人
下
士
官
三
名
、

軍
曹
の
一
声
で
営
内
の
広
場
に
集
合
し
た
。

　
「
貴
様
等
の
一
期
の
教
育
は
今
日
で
終
了
す
る
。
近

日
中
に
中
隊
長
殿
よ
り
初
討
伐
の
命
令
が
下
り
る
。

戦
場
の
一
寸
先
は
死
と
い
う
も
の
が
待
ち
伏
せ
て
い

る
こ
と
を
覚
悟
し
て
お
け
。
時
に
よ
り
、
貴
様
ら
の
肉

体
は
木
端
微
塵
と
な
り
、
跡
形
も
な
く
消
え
て
し
ま

う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
の
だ
。
そ
の
時
の
こ
と
を
予

想
し
て
爪
と
か
頭
の
毛
を
切
り
油
紙
に
包
み
預
か
っ

て
お
く
。
住
所
、
姓
名
は
正
確
に
。
遺
言
と
一
緒
に
添

え
て
や
る
。
只
今
よ
り
内
務
班
に
帰
り
準
備
せ
よ
。

便
箋
と
爪
切
り
は
入
口
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
い
て

あ
る
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
山
田
上
等
兵
に
聞
け
。
以

上
、
解
散
。
」

　
俺
は
、
一
瞬
ギ
ク
リ
と
肝
を
潰
し
た
。
明
日
に
も
初

陣
と
い
う
時
に
縁
起
に
も
な
ら
な
い
毒
舌
を
聞
か
さ

れ
た
。
俺
は
、
い
く
ら
上
官
と
は
い
え
、
後
味
の
悪
い

思
い
が
し
た
が
、
こ
れ
が
当
時
の
普
通
の
軍
隊
だ
っ

た
の
だ
。
上
と
下
と
の
差
は
厳
し
か
っ
た
。「
上
官
の

命
令
は
朕
（
天
皇
）
の
命
令
な
り
」
如
何
な
る
こ
と
も

問
答
無
用
と
い
う
異
常
な
軍
隊
生
活
が
ま
か
り
通
っ

て
い
た
時
代
だ
っ
た
。
俺
が
内
務
班
に
帰
っ
た
ら
一

足
先
に
戦
友
の
田
中
は
帰
っ
て
い
た
。
遺
言
を
書
く

便
箋
も
目
の
前
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
て
あ
っ
た
。
俺

と
田
中
の
す
ぐ
右
隣
り
の
所
定
の
席
に
座
り
、
田
中

と
同
じ
よ
う
に
便
箋
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
き
、
田

中
の
顔
を
見
な
が
ら
、
此
奴
は
い
つ
も
鈍
感
な
の
に

自
分
の
こ
と
に
な
る
と
そ
う
で
も
な
い
。
演
習
な
ど

に
集
ま
る
時
に
は
必
ず
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
に
最

後
だ
が
、
解
散
の
時
は
意
外
と
早
い
。
だ
か
ら
教
育
班

長
や
助
手
に
は
受
け
が
至
極
悪
く
見
え
、
殴
ら
れ
た

り
足
で
は
ね
飛
ば
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

彼
と
は
、
東
京
の
赤
坂
連
隊
以
来
一
緒
だ
っ
た
。
初
め

て
会
っ
た
と
き
か
ら
彼
は
泣
顔
だ
っ
た
。
仲
良
く
気

持
ち
良
い
話
を
し
て
い
て
も
泣
き
笑
い
み
た
い
な
顔

し
か
見
せ
な
い
。
だ
が
こ
の
男
は
数
多
く
の
戦
友
の

中
で
、
誰
よ
り
も
俺
の
心
を
引
付
け
る
も
の
が
あ
っ

た
。
こ
の
戦
友
は
不
思
議
な
男
だ
と
思
っ
た
。
田
中
は

俺
以
外
の
戦
友
と
は
語
り
た
が
ら
な
か
っ
た
。
少
し

で
も
暇
の
あ
る
時
に
は
低
い
声
で
歌
っ
て
い
た
。
軍

歌
で
は
な
か
っ
た
。
六
十
年
も
前
の
こ
と
だ
か
ら
歌

詞
は
忘
れ
た
が
、「
二
人
と
ぼ
と
ぼ
歩
い
て
い
た
　
或

る
日
の
午
後
の
こ
と
だ
っ
た
　
雨
に
濡
れ
て
も
二
人

き
り
」
こ
の
よ
う
な
歌
を
低
い
声
で
、
悲
し
い
顔
で
静

か
に
歌
い
続
け
て
い
た
。
俺
は
そ
の
歌
声
を
聞
き
な

が
ら
、
此
奴
に
は
女
が
い
た
の
だ
な
と
感
じ
た
。
俺
の

片
田
舎
の
河
口
湖
の
勝
山
村
ま
で
は
遠
過
ぎ
る
の
で

面
会
は
父
に
通
知
し
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
俺
を

自
分
の
面
会
所
に
誘
っ
て
く
れ
た
。
田
中
に
は
父
は

な
く
、
妹
と
二
人
だ
っ
た
と
思
っ
た
が
、
妹
で
は
な
く

田
中
の
女
だ
っ
た
こ
と
は
後
の
遺
言
事
件
で
知
っ
た
。

田
中
と
比
べ
る
と
勿
体
な
い
程
の
い
い
女
が
と
思
う

と
、
田
中
は
こ
の
よ
う
な
女
を
引
寄
せ
る
力
を
ど
こ

に
隠
し
て
お
る
の
か
と
、
ま
た
今
度
も
不
思
議
に
感

じ
た
。
そ
の
翌
朝
の
点
呼
が
終
わ
る
と
、
田
中
は
班
長

に
呼
び
付
け
ら
れ
た
。
遺
言
書
が
原
因
だ
っ
た
。
口
で

言
う
よ
り
も
手
の
早
い
班
長
は
、
狂
っ
た
よ
う
に
な

り
田
中
を
殴
り
つ
け
た
。
鼻
血
が
吹
き
出
し
た
の
に

や
め
る
こ
と
も
せ
ず
殴
り
続
け
た
。
少
し
の
抵
抗
も

し
て
は
な
ら
ぬ
。
兵
を
殴
り
た
い
だ
け
殴
ら
れ
る
上

官
。
つ
い
に
力
尽
き
た
田
中
は
、
地
面
に
倒
れ
動
か
な

く
な
っ
た
。
七
十
四
名
の
新
兵
は
目
の
前
の
田
中
を

助
け
出
す
こ
と
の
で
き
ぬ
烏
合
の
衆
だ
っ
た
。
班
長

は
俺
を
睨
み
付
け
、「
此
奴
を
医
務
室
に
片
付
け
ろ
！
」

と
一
喝
残
し
振
り
向
き
も
せ
ず
自
室
に
去
っ
た
。
俺

は
担
架
に
田
中
を
の
せ
医
務
室
に
急
い
だ
。
叱
責
の

原
因
と
な
っ
た
田
中
の
遺
言
は
、「
面
会
の
と
き
は
あ

り
が
と
う
。
母
も
お
前
と
一
緒
で
喜
ん
だ
。
必
ず
元
気

で
帰
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
色
々
書
き
た
い
が
無
理

だ
。
許
し
て
く
れ
。
お
体
を
大
切
に
。
」
と
い
う
内
容
だ

っ
た
。

　
シ
ベ
リ
ア
抑
留
も
田
中
と
一
緒
だ
っ
た
が
、
年
が

変
わ
る
と
互
い
に
別
れ
て
し
ま
い
、
二
度
と
会
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。
田
中
は
死
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
た
。
戦

友
で
も
あ
る
俺
は
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
だ
が
、

の
ち
に
白
樺
湖
で
の
戦
友
会
の
と
き
、
田
中
が
ひ
ょ

っ
こ
り
現
れ
た
。
シ
ベ
リ
ア
で
別
れ
て
三
十
年
目
の

驚
き
。
し
か
し
、
も
っ
と
驚
い
た
事
は
あ
ん
な
に
も
鈍

感
だ
っ
た
田
中
が
二
万
人
も
の
社
員
を
率
い
る
商
社

の
副
社
長
に
も
の
ぼ
り
つ
め
て
い
た
。
私
の
店
作
り

一
肌
脱
い
で
く
れ
た
。「
田
中
実
男
」
あ
り
が
と
う
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

（
特
別
寄
稿
　
在
原
金
造
）

こ
い
つ

こ
っ
ぱ
み
じ
ん

び
ん
せ
ん

つ
ぶ

ち
ん

い
　

 
 

か

あ

 

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
十
月
号
掲
載
「
平
成
三
年
　
西
湖
の
大
増
水
に
つ
い

て
」
の
文
章
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
本
文
五
行
目
）

　
（
誤
）
プ
ラ
ス
五
十
セ
ン
チ
の
水

　
（
正
）
プ
ラ
ス
五
十
セ
ン
チ
以
上
の
水
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所蔵品展
ー富士山の絵画・版画・写真などー
２００９１１月２８日(土)－１２月２３日(水・祝)会　期

からのお知らせ

（休館日）火曜日　（開館時間）午前９時３０分－午後５時（入館は４時３０分まで）

　河口湖美術館は、１９９１年の開館当初より、富士山を描いた美術品の収集をコレクション

活動の中心にすえ、古くは江戸時代の 浮世絵版画から、近代･現代の作家にいたるまで、

絵画、版画、写真、素描などさまざまとりまぜ、現在約４５０点の富士山コレクションを所蔵し

ています。今回の所蔵品展は、そのうちの４５作家約９０点の作品を展示いたします。

　１９９９年にスタートした写真コンテスト「富士山写真大賞」は回をかさねてただいま第１１回

目を迎えています。これまで過去１０回の「富士山写真大賞」入選作品は１０００点。いずれも富

士山に魅せられたアマチュアカメラマンの皆さんによる渾身の力作です。これらの作品は約

５０点ほどを、常時展示公開しています。四季折々、様々な気象条件によって千変万化する富

士山をごらんいただけます。

４０１-０３０４　山梨県南都留郡富士河口湖町河口３１７０　

　　　　　 tel ０５５５-７３-２８２９　fax ０５５５-７６-７８７９　

　　　　　 mail kgmuse@tiara.ocn.ne.jp

（日本画）

奥村　土牛（１８８９－１９９０）

岩橋　英遠（１９０３－１９９９）

野上　　魏（１９１３－）

加倉井和夫（１９１９－１９９５）

後藤　純男（１９３０－）

野田修一郎（１９３１－１９９３）

大矢　　紀（１９３６－）

松崎　良太（１９３９－）

松本　哲男（１９４３－）

（洋画）

石川　寅治（１８７５－１９６４）

足立源一郎（１８８９－１９７３）

田崎　廣助（１８９８－１９８４）

田村孝之介（１９０３－１９８５）

田村　一男（１９０４－１９９７）

山崎　隆夫（１９０６－１９９１）

伊藤　應久（１９０７－１９９４）

清原　啓一（１９２７－２００８）

奥谷　　博（１９３４－）

櫻井　孝美（１９４４－）

（現代版画）

栗山　　茂（１９１２－）

萩原　英雄（１９１３－２００７）

小林 ドンゲ（１９２６－）

中山　　正（１９２７－）

馬場　檮男（１９２７－）

天野　邦弘（１９２９－）

加藤　清美（１９３１－）

齋藤 カオル（１９３１－）

島　　州一（１９３５－）

野間　傳治（１９３５－）

清塚　紀子（１９４０－）

柳澤　紀子（１９４０－）

高柳　　裕（１９４１－）

山下　清澄（１９４１－）

原　　　健（１９４２－）

田中　正秋（１９４７－）

渡辺　栄一（１９４７－）

河内　成幸（１９４８－）

園山　晴巳（１９５０－）

（浮世絵版画）

歌川　広重（１７９７－１８５８）

歌川　貞秀（１８０７－１８７９頃）

歌川　豊国（三代）（１７８６－１８６４）

歌川　芳藤（１８２８－１８８７）

歌川　広重(三代)(１８４２－１８９４）

主な出品作家（予定）

お問い合せ

富
士
山
と
ぼ
く

西
浜
小
学
校
　
六
年
　
渡
辺
　
圭
祐

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た

 

子
ど
も
た
ち
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
学
期
の
道
徳
の
時
間
に
「
富
士
山
」
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
富
士

山
の
ゴ
ミ
の
こ
と
や
ト
イ
レ
の
こ
と
に
つ

い
て
知
り
ま
し
た
。
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
も
何

年
か
前
に
、
富
士
山
の
ト
イ
レ
建
設
工
事
の

た
め
に
富
士
山
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ

う
で
す
。
多
く
の
人
た
ち
が
富
士
山
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ぼ
く
は
何
か
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
富
士
山
に
一
度
も
登
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
登
っ
て
み
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
富
士
山
に
つ

い
て
自
分
の
目
で
確
か
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
、
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の
か
、
ト
イ

レ
が
ど
う
改
良
さ
れ
て
い
る
か
、
清
掃
活
動

が
ど
う
進
ん
で
い
る
か
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
は
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
こ
と

な
の
で
、
身
近
な
所
で
出
来
る
こ
と
は
な
ん

だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
ま
し
た
。
今
ま
で
に

何
回
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
「
コ
ウ
モ
リ

穴
」
と
か
、
家
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
「
西
湖
」

な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
し
っ
か

り
管
理
さ
れ
て
い
て
周
囲
に
ゴ
ミ
も
な
い

「
コ
ウ
モ
リ
穴
」
は
、
い
つ
行
っ
て
も
気
持
ち

が
よ
い
で
す
。
そ
れ
は
、
従
業
員
の
人
が
、
常

に
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
り
、
草
取
り
を
し
た
り

し
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
い

つ
も
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
西
湖
」
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
浜

に
行
く
と
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
り
、
魚
つ

り
の
人
が
出
し
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
物

が
落
ち
て
い
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
見

た
人
や
来
た
人
は
良
い
気
持
ち
は
し
ま
せ

ん
。
今
ま
で
、
そ
の
ゴ
ミ
を
拾
わ
な
か
っ
た

自
分
も
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
夏
休
み

に
な
り
、
西
湖
浜
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
以

前
よ
り
は
き
れ
い
で
し
た
が
、
小
さ
な
ゴ
ミ

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
一
つ
で
も
拾
う
こ

と
が
周
囲
を
き
れ
い
に
し
て
い
く
一
歩
に

な
る
ん
だ
と
思
っ
て
、
拾
い
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
ぼ
く
の
心
の

中
は
満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
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　観光まちづくりカレッジでは、町民の皆様と一緒に、町内の観光施設や観光素材などを様々な角度から実際に見学

しながら観光まちづくりを考える「富士河口湖町再発見ツアー・シリーズ」を行っています。１０月には第１弾と第２弾

のツアーが行われ、好評を得ました。今後も次々と企画する予定ですので、皆様のご参加をお待ちしています！

　秀麗な富士山は、ある時は「信仰」の対象となり、またある時は、すそ野から中腹まで茂る樹木により「林業」など

の産業を生みました。富士山の恵みは、信仰、観光、産業、教育、研究、生活など様々な側面に役立っています。今回

のツアーのねらいは、船津口登山道周辺の施設や現存する遺構から、人々が富士山とどのように触れ合い、親しみ、

活用してきたか、その一面を探る旅です。

観光まちづくりカレッジは「富士河口湖町再発見ツアー・シリーズ」を行っています

お問合せ:観光課　観光振興支援室　℡72-3168　FAX72-2817／電子メール:kanshin@town.fujikawaguchiko.lg.jp

富士河口湖町の観光に関する興味深い情報やまちづくり情報などを紹介するかわら版です。

　富士山五合目まで至る船津口登山道は、昭和３９年にスバルラインが開通するまで、バス路線があり多くの人々に

利用されていました。現在はあまり活用されていませんが、自然と歴史の道としての可能性を持っています。「船津

口登山道を再発見する」はシリーズ企画として今後数回に分けて行い、今回はその第１回となります。

“船津口登山道を再発見する①”　～登山道周辺の自然と文化を探る～第3弾

開催日：平成２１年１２月１９日（土）　　時　間：午前９時００分～午後３時２０分（昼食：各自）　　定　員：先着２０名

場　所：創造の森周辺　　　　　　  集合・受付：午前９時　中央公民館　入口前駐車場　　参加料：無料

プログラム：（１）トロッコ道を歩く(２時間３０分)　 （２）船津胎内・溶岩樹形周辺の散策（１時間３０分）

　　　　　（３）茶話会（コーヒー・サービス）

参加申込み方法：１２月１６日（水）までに、電話、FAX、電子メールのいずれかの方法で、お名前、連絡先、参加人

数を観光課 観光振興支援室（担当：久保）までご連絡ください。（当日の詳細に関する案内は申込者に別途ご送付します）

今回のツアーについて

・とても興味深かった。

・職人によって茅葺き　

の様式に違いが出る　

ことが分かった。

・もっと参加者が多い

　とよかった。

参加者のコメント 参加者のコメント

・もっと長く歩きたい。

・原木栽培と菌床栽培

　の違いが分かった。

・キノコの栽培法が知り

　たい。

・食事がおいしかった。

報告①

“茅葺き職人と歩く”西湖いやしの里根場

～みんなで育む茅葺きの里～

　１０月１８日（日）、好天に恵まれるなか５名の方にご

参加者いただき、町内在住の茅葺き職人のガイドに

より西湖いやしの里根場周辺を見学しました。

　茅葺き職人の話を聞く機会は滅多にないというこ

とで、参加者はとても興味深げでした。

報告②

実はきのこの名産地

～原木「きのこ」の秘密を探る～

　１０月２５日（日）、曇天でしたが１１名の参加者の方

々と本栖湖周辺の青木ヶ原樹海と原木きのこ栽培地

を散策しました。

　原木きのこの栽培に適した環境と、原木きのこの

美味しさを改めて再発見できました。



広
報
富
士
河
口
湖

　
２５

西湖いやしの里根場からのお知らせ

「いやしの里の年末・お正月」「いやしの里の年末・お正月」「いやしの里の年末・お正月」
西湖いやしの里根場では「ふるさとの四季」をテーマにした年中行事を行っています。

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所ＴＥＬ；２０－４６７７　 URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

４月より建設していた茅葺民家が完成し、２０棟になりました。里内の民家の建設はこれで完了しましたので、平成２２年４月からの
“リニューアルオープン”に向けて、入館料・駐車料及び開館時間などの変更を検討しております。
変更内容が決まり次第お知らせさせていただきます。

地区に伝わる年末年始の風景を再現します！

福まねき猫を作ろう！

陶芸家 佐々木好正 器展
期間；１１月１９日（木）～１２月８日（火）

午前１０時から午後５時まで

会場；工芸館（火の見の館上）

期間；現在開催中～１２月３１日（木）　会場：工芸８号館

いやしの里 写真コンテスト作品展

『押し花風景画の世界』

期間；１月１日（金）～１月３１日（日）

会場；くつろぎの館

日　時；１２月１０日（木）午後１時～

会　場；くつろぎの館　厨房棟

定　員；２０名

料　金；２，０００円

持ち物；おろしがね・ゴム手袋・エプロン

　　　 小さいボウル

予約・問合せ；(２５)６６１０（一粒/中村）

小正月には「だんごばら」

を作ります。

今ではなかなか見ること

のない風景です。

また、コマや羽付など

懐かしい遊びも楽しめま

す。

昔から伝わる新しい年

を迎える準備や、今では

見られなくなったお正月

の風景を再現します。

県内の在住の工芸作家の

個展などを開催している工

芸館では「陶芸」作品、主に

普段使いの器などがご覧い

ただけます。

いやしの里の紅葉企画で募集しました「西湖いやしの里根

場で見つけた風景」写真の作品を展示します。

和紙にプリントした作品、印画紙や光沢紙など従来のプリン

ト作品などがありますが、いずれもここ「いやしの里」の風

景です。

実際の風景と見比べてみてはいかがでしょうか？

山梨県産のこんにゃく芋から手作りこんにゃくを

作る体験です。作ったこんにゃくはお持ち帰りい

ただけます。

１１月７日（土）、「秋の収穫祭」を行いました。
地元の野菜の販売や芋煮、昔ながらの杵と臼を使った餅つ
きなど、秋の味覚満載！
安価での販売は大行列。思わぬもてなしに、来場者から大
好評でした。

いやしの里の四季、富士山、北麓地域の自然を中心とした作品を展示して

います。

また、金子政子さんによる“押し花ミニ体験教室”を開催します。

ぜひご参加下さい！！

押し花作家 金子政子
かね  こ  まさ  こ

【開催日】１２月６日（日）　　　　

【時　間】�午前９時３０分～午前１１時  

　　　　 �午前１１時～午後１２時３０分  

　　　　 �午後１時～２時３０分  

　　　　 �午後２時３０分～午後４時

【費　用】３，０００円　

【定　員】各回２０名

レタスの押し花でミニ額の富士山を作りましょう！！

粘土から招き猫を作りましょう。

約１ヶ月後、発送（着払い）いたします。

味覚の秋“収穫祭”

こんにゃく作りに挑戦！

期間；１２月１日（火）～翌年１月３１日（日）

会場；土の館　富士炉漫窯

時間；３０～６０分

料金；町民特別価格

　 　２，０００円

予約・問合せ：

       ０８０(５０２４)５７３５

　　　　　 （まえだ）
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１２月は滞納整理強化月間です。
－ 山梨県地方税滞納整理推進機構と連携して差押え等の処分を強化します。－

ー悪質な滞納は絶対に許しませんー

ー納期限内に納税できない方は、納税相談にお越し下さいー

　ほとんどの町民の方は、町税を納期限内に自主的に納めていただいています。再三の催告にも納付に応じ

ない滞納者に対しては、税負担の公平性を確保するため、強制的に給与、不動産、自動車、預貯金、生命保

険等の財産の差押えを行い滞納税額に充てます。なお、不動産や動産等については公売やインターネ

ット公売により現金化します。�

　また、場合によっては、職員が滞納者の自宅等を強制的に捜索して、発見した財産を差押え、搬出すること

も行います。

　災害や病気などの事情により、全額を一時に納められない場合には、徴収の猶予などの制度がありま

す。ただし、生活状況や財産の取得状況などを申告していただき、調査の結果、要件に該当した場合に

適用されます。

生命保険

預 貯 金

給 　 料

不 動 産

差押財産�

そ の 他 ９

計� ３６�

建物共済保険 ５

６

６

２

８

件　数

差押え実績 (H２１.４～H２１.１０)

自動車の差押え例（タイヤロックによる運行禁止措置）

　納期限までに税金が完納されない場合には、納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、税額に次の

割合を乗じて計算した延滞金が追加されます。

・納期限の翌日から１ケ月を経過する日まで　→　年  ４．５％�

・１ケ月を経過した日以降　　　　　　　　　→　年 １４．６％

延 滞 金

１２月９日・１６日（水）�

午後５時３０分～７時３０分
富士河口湖町　税務課　収納担当　　�

電話番号 ０５５５－７２－１１１３

開庁時間内に来られない方の相談、納付日時 納税相談窓口

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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行政相談・心配ごと相談は

予約制です

　相談者や効率的な相談のため、行政相談・心配ごと相談、

弁護士相談は予約制になりました。１２月２０日の相談の予約

は、１２月１７日（木）までに町役場企画課（７２－６０２３）まで連

絡してください。相談時間は、1人２０分間とします。

12月20日（日）
町中央公民館

勝山ふれあいセンター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時

午後  １時～ ４時

午後  １時～ ４時

午後  １時～ ４時

町中央公民館　

　午前１０時～１２時

上九一色出張所　

　午後１時１５分～２時４５分

実施日 行政相談・心配ごと相談 弁護士相談

白壁　勝雄　７２－０１４３　小佐野成太郎　８３－２３２０

梶原　一榮　８２－２４４６　渡辺袈裟司　　８７－２３１６

町の行政相談委員さんは、

＝県等の機関が行っている各種相談＝　　

◆県民生活センター

　県民生活相談　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

　消費生活相談　ＴＥＬ０５５－２３５－８４５５

　　（テレフォンサービス消費専用）０５５‐２３３－３３９９

◆富士・東部地域地方相談室　ＴＥＬ０５５４－４５－５０３８・７８４３

　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）午前８時３０分～午後５時

◆山梨行政評価事務所　ＴＥＬ０５５－２５２－１４９６

　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）午前８時３０分～午後５時

　毎月４回開設（午後１時～３時30分）

　相談は予約制で、１人当たり30分

◆県民生活センター相談室（山梨県ＪＡ会館５階）

　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

■無料弁護士相談

　町では、毎月２０日に「多重債務相談窓口」を開設しております。自らの収入で返済しきれないほどの借金を

抱えお悩みの方々からの相談に応じ、専門の相談員が対応いたしますので是非ご利用ください。

※相談上の秘密は固く守られます。

■借金問題でお悩みではありませんか！■

〇日　　程　１２月２０日（日） 午後１時～３時

〇相談場所　町中央公民館第二研修室

●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　　　　  午前８時３０分～12時、午後１時～４時30分
　※必要に応じ弁護士・司法書士などの専門家に引き継ぎを行います。

●国の機関が行う相談窓口

◆甲府財務事務所多重相談窓口　
　ＴＥＬ０５５－２５３－２２６１　
　 FAX０５５－２５３－３３１０
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＝１２月の多重債務相談日＝



休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

広
報
富
士
河
口
湖

　
２８

「
山
紫
水
明
」
　
中
村
湖
石

　文化の薫り漂う富士と湖と高原の町。歳末歳首を迎え、風光明媚な

古里で暮らす幸せに謝意を込めながらの一齣です。

　庁舎においでの節はお立ち寄りいただき、ご批正いただければ幸

いです。

※町民ギャラリーは、町民のみなさまに楽しんでいただくためのスペースです。日ごろの活動の発表の場などとし

　て、積極的にご活用ください。なお、料金は無料です。

　お問合せ先：富士河口湖町役場企画課　まちづくり推進　渡辺大介　７２-６０２３

・朝比奈喜四郎　・井出博子　　・宇野満子　・大石聡子　　・奥脇絵美子　・小佐野絹子　・小佐野操　・梶原憲山　

・坂本初子　　　・申谷初江　　・白壁祥江　・白壁真理子　・土屋利代　　・外川公子　　・外川良子　・中村麗水　

・中村れい子　　・西山ツネコ　・穂阪四郎　・堀内智美　　・三浦圭風　　・三浦泰江　　・森沢和久　・渡辺恵巳子

・渡辺勝宣　　　・渡辺桂司　　・渡辺精子　・渡辺とよ子　・渡辺初美　　・渡辺裕美　　・渡辺美明

展示者

麦嶺書社「色紙展」

12月18日（金）～1月21日（木）展示期間

町民ギャラリーエントランスホールからのお知らせ

　１１月８日に予定しておりました、第６回いきいきみんなの町の誕生日ですが、
インフルエンザの流行により中止となりました。
　多くの方々からのご要望もあり、下記のとおり「特別企画！みんなにクリスマス
プレゼント♪」を企画いたしました。
　ご協賛をいただいた方々からも「こんな時だからこそ、町を元気にするためにお
使い下さい！」と励ましとお心遣いをいただいております。ありがとうございます。

○応募方法
　官製はがきに郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号をご記入の上、お送り下さい。

　　（但し、お一人さま１枚までの応募とさせていただきます。）

○応募先
　〒４０１-０３９２  山梨県南都留郡富士河口湖町船津１７００

　　　　　　　富士河口湖役場企画課内　　

　　　　　 　 みんなにクリスマスプレゼント係　

○締め切り　　平成２１年１２月１４日（金）消印有効

○応募資格
　・町内在住の方、または町内に通勤・通学されている方

　・プレゼントを引換場所に取りに来れる方

○プレゼント内容
　・抽選で１００名様に賞品を詰めた「まち袋（町うたCD付き）」を

　 プレゼントします。

　・賞品の選択や交換はできません。　

○当選通知
　当選者にプレゼント引換券を郵送いたします。

　プレゼント引換日、引換場所等につきましては、

　当選通知に記載いたします。

郵 便 は
が き

4 0 1 0 3 9 2

山梨県南都
留郡

　富士河口
湖町船津１

７００

富士河口湖
役場企画課

内

　みんなにクリ
スマスプレゼン

ト係

１. 郵便番号

２. 住所

３. 氏名

４. 年齢

５. 電話番号

６. 町外の方は、   勤務先又は学校名

●問合先　企画課　℡７２-６０２３

★平成２２年１月号の広報は、来年１月２１日(木)発行の予定です★


